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問題 授業では、Rnの開集合 U 上定義された関数 f : U → Rmが点 aで全微分可能であ
ることを h → 0 のときに

|f(a + h) − f(a) − Ah|
|h|

→ 0

となる線形写像 A が存在することと定義し、この A を Dfaと書いた。
上の微分の定義に従い, 合成関数の微分法則

D(g ◦ f)a = Dgf(a)Dfa

を証明せよ.



略解

f(a + h) = f(a) + Dfah + e1(h)

g(f(a) + k) = g(f(a)) + Dgf(a)k + e2(k)

とする. |e1(h)|/|h| → 0, |e2(k)|/|k| → 0. このとき k = Dfah + e1(h) を代入して,

g(f(a + h)) − g(f(a)) = Dgf(a)Dfah + Dgf(a)e1(h) + e2(Dfah + e1(h))

このとき |e2(Dfah + e1(h))|/|h| と |e2(Dfah + e1(h))|/|h| がともに 0に収束することをみ
ればよい. これは ε-δ論法で証明できる.
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